
　

 月当番の合評発表と会員全員による質問、意見、添削例等の意見交換:　2月27日（日）～3月2日（水）

啓蟄や微笑み返す六地蔵　　　　　　　　　　　　一　梲

大路ゆくいま春風の人力車　　　　　　　　　　　二　祥

みどり色地に点じたる蕗の薹　　　　　　　　　　祥　代

 全員の選句と特選句7句の結果を会員に送信：2月26日（土）

特選句

披講　一梲

分科会開催報告書

 第156回例会は、コロナオミクロン株の感染高止まりに伴い、1月例会と同様メール句会を実施した。　　

報告日　　令和　４年　３月　7 日　(月） 報告者　　長島和子

分科会名　浮雲俳句会 開催テーマ　第156回浮雲俳句会

開催日時　令和4年2月27日（日） 開催場所　メール句会

参加人数　　浮雲俳句会会員　　男9名　女5名　合計14名　欠席者0名

 兼題「啓蟄」を入れた1句、当季雑詠3句、計4句

 メール句会の実施日程

実施内容

 投句の締め切り日：2月17日（木）、選句表送信：2月17日（木）

 選句5句を係に送信：2月26日（土）まで（特選句1句と特選句の選評を入れる）

兼題「仲春の地理」を入れた1句、他に当季雑詠3句、合計4句

令和4年3月27日（日）　午前10時～12時

「第157回例会」は　いきいきセンター晴嵐かなざわ

白梅の咲くまでの黙咲きて黙　　　　　　　　　　とも女

早春の光零るる玻璃戸拭く　　　　　　　　　　　とも女

老梅や幾十蕾む樹のちから　　　　　　　　　　　和　女

あたたかや三段重ねの日干し亀　　　　　　　　　重　九

次回の予定


